
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
前
進
さ
せ
る
求
め
る
立
場
か
ら
、
『
＃
生
理
の
貧
困
』…

ネ
ッ
ト
を
中
心
に
大
き
な
反
響
が
広
が
り
、
「
声
を
上
げ
れ
ば
政
治
が
動
く
」
を

実
践
し
て
い
ま
す
。
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市
議
会
一
般
質
問
で
は
、
日
本
共
産

党
を
は
じ
め
、
流
政
会
、
公
明
党
各
議

員
も
、
「
＃
生
理
の
貧
困
」
で
提
起
さ

れ
た
、
課
題
解
決
に
向
け
て
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
植
田
和
子
市
議
に
対

し
、
早
川
仁
健
康
福
祉
部
長
は
「
４
月

22
日
か
ら
、
必
要
な
市
民
へ
の
無
償
配

布
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
も
の
の
、
反
響

を
受
け
、
周
知
を
拡
大
」
「
今
後
、
配

布
方
法
の
改
善
や
配
布
箇
所
拡
大
を
検

討
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

ま
た
小
中
学
校
ト
イ
レ
へ
の
常
設
に

つ
い
て
も
「
経
済
的
な
事
情
の
み
な
ら

ず
、
生
理
用
品
の
入
手
が
困
難
な
児
童

生
徒
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
」
、

「
保
健
室
に
取
り
に
行
く
こ
と
自
体
に

抵
抗
感
を
感
じ
る
児
童
生
徒
の
心
理
的

な
配
慮
等
か
ら
、
ト
イ
レ
に
常
備
す
る
」

と
答
弁
。
加
え
て
田
中
弘
美
教
育
長
も
、

「
準
備
が
整
い
次
第
、
（
市
内
全
小
中

学
校
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
）
速
や
か

に
設
置
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

一
方
、
千
葉
県
教
育
庁
が
６
月
23
日

に
出
し
た
『
県
立
学
校
に
お
け
る
生
理

用
品
の
提
供
に
係
る
モ
デ
ル
的
試
行
の

実
施
に
つ
い
て
』
（
裏
面
）
で
は
、
県

立
学
校
で
も
生
理
用
品
の
無
償
提
供
を

試
行
す
る
と
し
つ
つ
、
生
理
用
品
を
受

け
取
る
際
に
、
カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
で
生
徒
の
名
前
の
記
載
・
報
告

を
求
め
て
い
る
の
で
す
。

人
権
感
覚
が
問
わ
れ
る
県
の
取
り
組

み
に
対
し
、
教
育
長
は
、
「
人
権
に
配

慮
し
、
市
で
は
一
切
考
え
て
い
な
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
他
議
員
の
答
弁
で
は
「
こ
の

機
会
を
通
じ
、
生
理
に
対
す
る
社
会
的

偏
見
や
、
誤
っ
た
理
解
に
対
す
る
教
育

等
に
も
取
り
組
む
」
と
も
答
弁
し
て
い

ま
す
。

一
方
、
法
律
上
認
め
ら
れ
て
い
る
生

理
休
暇
の
取
得
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

名
前
も
含
め
申
請
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
が
市
役
所
内
で
も
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
委
員
４
割
は
女
性
と

い
う
目
標
を
掲
げ
る
各
審
議
会
。
し
か

し
本
市
３
２
の
審
議
会
中
、
委
員
４
割

が
女
性
を
達
成
し
て
い
る
の
は
わ
ず
か

１
０
の
審
議
会…

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
も
っ
っ

と
前
へ
！
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。


